
  

さくら小 とくの日だより 

                令和７年２月１９日 No.１０ 

 
 

校内授業研究会が行われました。 
６年１組の授業を紹介します。 

   
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

彩の国の道徳「わたしって何？」という教材で授業を行いました。ひどい言葉を友人から自分に向けられて

しまい、自分の存在意義について悩む主人公の気持ちを中心に話し合いました。グループの友達と話し合った

り、意見を比べたりすることで考えを深めることができました。かけがえのない「命」の大切さについて考え

る良い機会となりました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

お家で書いていただいた内容を紹介します。今回は、５・６年生から紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家庭数 

さくらファミリーデー 
11月に行われたファミリーデーでは、「家庭用彩の国の道徳」「彩の国の道徳―

未来に生きる―」「道徳のまちさって」から、ご家庭で話し合っていただきました。

これらの埼玉県や幸手市の郷土資料を授業で活用することで、子どもたちが自分た

ちの郷土に誇りをもち、生活していくことができるようにしていきます。 

。 



 

 

 

 

 

道徳の教材で学んだことと、学校生活を 
このように関連付けて指導しています 

○教材名「ちょっとひどくない？」 【彩の国の道徳】「 

５年生では、普段の自分の言葉づかいについても振り返り、礼儀正しい言葉遣いについて考えを深める

ことができました。普段の学校生活でも、正しい言葉遣いについて考えさせるようにしています。 

○生命の尊重に関連する授業 

  6年生では、「命の授業」で、生命の誕生や新生児の世話などについて学び、「がん教室」では、がんに

ついての学習をしました。命の尊さについて学ぶ機会となりました。 

裏面にもあります。 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県や幸手市では、独自の道徳の読み物資料があり、以下の QRコードから読み取ることができます。 

ぜひ、読んでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭用 

彩の国の道徳 

道徳のまち 

さって 

彩の国の道徳 

「未来に生きる」 

お家で道徳に関する読み物を読んだり、話し合っ

たりすることで家族での時間が有意義になれば幸い

です。ファミリーデーでは、たくさんのご協力ありが

とうございました。 

 


